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01

122号
平
成
29
年
5
月
に
成
立
し
た「
民
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」が
令
和
2

年
4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。民

法
に
は
契
約
等
に
関
す
る
最
も
基
本
的

な
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、こ
の

部
分
は「
債
権
法
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。こ
の
債
権
法
は
明
治
29
年
に

制
定
さ
れ
て
か
ら
約
1
2
0
年
間
に

わ
た
り
実
質
的
な
見
直
し
が
ほ
と
ん
ど

行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。今
回
の

民
法
改
正
等
に
よ
り
、有
料
老
人
ホ
ー

ム
に
お
け
る
契
約
に
影
響
が
あ
る
内
容

に
つ
い
て
、協
会
が
発
行
し
ま
し
た「
有

料
老
人
ホ
ー
ム
標
準
入
居
契
約
書（
以

下「
標
準
入
居
契
約
書
」）」
の
改
訂
内

容
と
併
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
個
人
に
よ
る
金
銭
保
証
に

つ
い
て
は
、
債
務
者
が
破
産
し
た
場
合

な
ど
で
、
保
証
人
が
際
限
な
く
保
証
さ

せ
ら
れ
る
な
ど
の
問
題
が
数
多
く
あ
り

ま
し
た
。
改
正
法
で
は
、
保※

※

証
契
約
に

関
す
る
ル
ー
ル
に
つ
い
て
、
個
人（
会

社
な
ど
の
法
人
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
）が

な
る
保
証
人
を
保
護
す
る
た
め
、
保
証

人
が
支
払
い
の
責
任
を
負
う
金
額
の
上

限
と
な
る
極
度
額
の
定
め
の
な
い
根※

※

保

証
契
約
は
無
効
と
な
り
ま
す
。
こ
の
極

度
額
は
、
書
面
等
に
よ
り
当
事
者
間
で

の
合
意
で
定
め
る
必
要
が
あ
り
、
極
度

額
は「
〇
〇
円
」
な
ど
と
明
瞭
に
定
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
個
人
が
保
証

人
に
な
る
根
保
証
契
約
に
つ
い
て
は
、

保
証
人
が
破
産
し
た
と
き
や
、主
債
務

者（
入
居
者
）ま
た
は
保
証
人
が
亡
く

な
っ
た
と
き
な
ど
は
、そ
の
後
に
発
生

す
る
主
債
務
は
保
証
の
対
象
外
と
な
り

ま
す
。ま
た
、極
度
額
を
定
め
な
い
で
根

保
証
契
約
を
締
結
し
て
し
ま
う
と
、そ

の
契
約
は
無
効
と
な
り
、保
証
人
に
対

し
て
支
払
い
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
に
な
る
の
で
、債
権
者（
事
業
者
）

に
と
っ
て
も
注
意
が
必
要
で
す
。

民法改正等に伴う
有料老人ホーム
標準入居契約書の改訂

05 喜怒努愛楽 ご入居者から楽しいお便りが届いています。

特 集 民法改正等に伴う
有料老人ホーム標準入居契約書の改訂

07 日日是全力 職員の皆さまからのメッセージをご紹介します。

08 協会インフォメーション

保
証
人
の
保
護
に
関
す
る
改
正

（
民
法
第
4
4
6
条
～
第
4
6
5

条
の
2
）

Ⅰ

※
※
　
保
証
契
約

借
金
の
返
済
や
代
金
の
支
払
い
な
ど
の

債
務
を
負
う「
主
債
務
者
」が
そ
の
債
務

の
支
払
い
を
し
な
い
場
合
に
、主
債
務
者

に
代
わ
っ
て
支
払
い
を
す
る
義
務
を
負

う
こ
と
を
約
束
す
る
契
約
を
い
い
ま
す
。

※
※
　
根
保
証
契
約

一
定
の
範
囲
に
属
す
る
不
特
定
の
債
務

を
保
証
す
る
契
約
を「
根
保
証
契
約
」と

い
い
ま
す
。

標
準
入
居
契
約
書
で
は

金
銭
債
務
保
証
を
規
定
し
た
連
帯
保

証
人
の
条
項
と
し
て
、
連
帯
保
証
人
の

署
名
や
押
印
欄
の
設
置
、
債
務
履
行
状

況
の
設
置
者
か
ら
の
報
告
義
務
、
連
帯

保
証
人
保
護
の
観
点
で
の
極
度
額
の
明

示
等
の
規
定
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
家
賃
債
務
保
証
会
社
等
の
法
人
が

連
帯
保
証
を
行
う
場
合
は
、
極
度
額
の

設
定
は
不
要
で
す
。

ま
た
令
和
※
年
4
月
※
日
よ
り
前
に

個
人
が
連
帯
保
証
人
と
な
り
終
身
で
の

利
用
権
方
式
に
よ
る
入
居
契
約
を
締
結

し
た
場
合
は
、
極
度
額
を
設
定
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
令
和
※
年
4
月

※
日
よ
り
前
に
期
間
を
定
め
た（
年
契

約
等
）入
居
契
約
を
締
結
し
、
令
和
※

年
4
月
※
日
以
降
に
入
居
契
約
を
更
新

す
る
場
合
に
は
、
そ
の
更
新
時
に
極
度

額
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
保

証
を
す
る
際
は
、
極
度
額
に
注
意
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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標
準
入
居
契
約
書
規
定

（
連
帯
保
証
人
）※
一
部
抜
粋

第
33
条
　
連
帯
保
証
人
は
、設
置
者
と
の

合
意
に
よ
り
入
居
者
と
連
携
し
て
、本
契

約
か
ら
生
じ
る
入
居
者
の
金
銭
債
務
を

履
行
す
る
責
任
を
負
う
も
の
と
し
ま
す
。

※
　
前
項
の
連
帯
保
証
人
の
負
担
は
、

本
契
約
書
の
記
名
押
印
欄
に
記
載
す
る

極
度
額
を
限
度
と
し
ま
す
。

例
え
ば
、
バ
ス
や
鉄
道
を
利
用
す
る

場
合
は
定
型
的
な
取
引
で
あ
り
、
私
た

ち
は
利
用
す
る
た
び
に
契
約
を
交
わ
し

ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
契
約
を「
定
型
約

款
」
と
言
い
ま
す
。
改
正
法
で
は
、
こ

う
し
た
画
一
的
な
契
約
に
つ
い
て
、
規

定
が
置
か
れ
ま
し
た
。

定
型
約
款
を
変
更
す
る
場
合
に
つ
い

て
も
ル
ー
ル
が
設
け
ら
れ
、
①
変
更
が

顧
客
の
一
般
の
利
益
に
適
合
す
る
場
合

や
、②
変
更
が
契
約
の
目
的
に
反
せ
ず
、

か
つ
変
更
に
係
る
諸
事
情
に
照
ら
し
て

合
理
的
な
場
合
に
限
り
、
事
業
者
は
相

手
方
の
合
意
な
く
変
更
で
き
る
こ
と
と

さ
れ
ま
し
た
。

約
款（
定
型
約
款
）を
用
い
た

取
引
に
関
す
る
改
正

（
民
法
第
5
4
8
条
の
2
～
第

5
4
8
条
の
4
）

Ⅱ

標
準
入
居
契
約
書
で
は

管3
※

理
規
程
を
定
型
約
款
と
し
て
取
り

扱
う
た
め
に
、
入
居
契
約
に
管
理
規
程

を
組
み
入
れ
る
こ
と
に
合
意
す
る
条
文

を
追
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
前

記
①
、②
の
条
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、

入
居
者
の
合
意
が
な
く
て
も
、
管
理
規

程
の
変
更
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
入
居
者
保
護
の
観
点
か
ら
、
管
理

規
程
を
変
更
す
る
場
合
に
は
、
運
営
懇

談
会
の
意
見
を
聴
く
こ
と
を
条
文
に
規

定
し
ま
し
た
。

※
3
　
管
理
規
程

月
額
利
用
料（
管
理
費
や
食
費
）等
に
基

づ
き
、ホ
ー
ム
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
内

容
と
費
用
、利
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
定

め
ら
れ
た
も
の
。

標
準
入
居
契
約
書
規
定

（
管
理
規
程
）※
一
部
抜
粋

第
5
条
　
設
置
者
は
、
本
契
約
内
容
を

補
完
す
る
た
め
に
管
理
規
程
を
作
成

し
、
入
居
者
及
び
設
置
者
は
こ
れ
を
契

約
内
容
と
す
る
こ
と
に
合
意
し
ま
す
。

3
　
設
置
者
は
、
以
下
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
場
合
、
管
理
規
程
の
内
容
を

変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場

合
、
設
置
者
は
、
第
7
条
に
定
め
る
運

営
懇
談
会
の
意
見
を
聴
く
こ
と
と
し
ま

す
。一

　
管
理
規
程
の
変
更
が
、
入
居
者
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民
法
に
は
賃
貸
借
に
関
す
る
敷
金
や

原
状
回
復
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
ル
ー

ル
を
定
め
る
規
定
が
な
か
っ
た
た
め
、

次
の
よ
う
な
確
立
し
た
ル
ー
ル
を
条
文

に
明
記
し
て
い
ま
す
。

①
敷
金
に
つ
い
て

（
民
法
第
6
2
2
条
の
2
）

敷
金
は「
い
か
な
る
名
目
に
よ
る
か

を
問
わ
ず
、
賃
料
債
務
そ
の
他
の
賃
貸

借
に
基
づ
い
て
生
ず
る
賃
借
人
の
賃
貸

人
に
対
す
る
金
銭
の
給
付
を
目
的
と
す

る
債
務
を
担
保
す
る
目
的
で
、
賃
借
人

が
賃
貸
人
に
交
付
す
る
金
銭
」
と
定
義

さ
れ
ま
し
た
。
賃
貸
借
終
了
時
、
貸
主

は
賃
料
な
ど
の
債
務
の
未
払
分
を
差
し

引
い
た
残
額

を
返
還
し
な

け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

賃
貸
借
契
約
の

ル
ー
ル
に
関
す
る
改
正

Ⅲ の
一
般
の
利
益
に
適
合
す
る
と
き

二
　
管
理
規
程
の
変
更
が
、本
契
約

の
目
的
に
反
せ
ず
、か
つ
、変
更
の
必

要
性
及
び
変
更
後
の
内
容
の
相
当
性
、

そ
の
他
の
変
更
に
係
る
事
情
に
照
ら

し
て
合
理
的
な
も
の
で
あ
る
と
き

②
原
状
回
復
義
務
に
つ
い
て

（
民
法
第
6
2
1
条
）

国
土
交
通
省
の
策
定
し
た「
原
状
回

復
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
と
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン（
再
改
訂
版
）」（
平
成
※3
年
8
月
）で

は「
原
状
回
復
」
を
以
下
の
通
り
定
義

し
ま
し
た
。

右
記
3
に
お
い
て
、
賃
借
人
が
対
応

す
る
こ
と
は
当
然
で
す
が
、
改
正
法
で

は
右
記
※
・
※
に
つ
い
て
、
賃
借
人
に

責
任
を
負
わ
せ
な
い
こ
と
を
初
め
て
明

記
し
ま
し
た
。

標
準
入
居
契
約
書
で
は

有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
お
い
て
も
改
正

法
と
同
様
の
解
釈
と
し
ま
し
た
。
た
だ

し
、
国
土
交
通
省
の
標
準
賃
貸
借
契
約

書
で
は
、
通
常
損
耗
等
を
除
く
こ
と
を

一
般
原
則
と
し
つ
つ
、「
原
状
回
復
を

め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
再
改
訂
版
）」
に
お
け
る
右
記
※
・
※

に
基
づ
い
て「
例
外
特
約
」を
設
置
し
、

民
法
や
消
費
者
契
約
法
に
反
し
な
い
内

容
に
限
り
、
賃
借
人
に
原
状
回
復
を
求

め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

標
準
入
居
契
約
書
で
も「
例
外
特
約
」

を
付
し
て
、
一
定
範
囲
で
原
状
回
復
を

負
わ
せ
る
規
定
を
設
け
ま
し
た
。

標
準
入
居
契
約
書
規
定

（
明
渡
し
時
の
原
状
回
復
）※
一
部
抜
粋

第�

※8
条

3
　
設
置
者
、
及
び
入
居
者
又
は
身
元

引
受
人
等
は
、
居
室
の
明
渡
し
時
に
お

い
て
、
契
約
時
に
特
約
を
定
め
た
場
合

は
当
該
特
約
を
含
め
、
別
表
第（
○
）の

規
定
に
基
づ
き
入
居
者
が
行
う
原
状
回

復
の
内
容
及
び
方
法
に
つ
い
て
協
議
す

る
も
の
と
し
ま
す
。

③�

賃
借
物
の
修
繕
に
関
す
る
要
件
の
見

直
し
に
つ
い
て

　（
民
法
第
6
0
7
条
の
2
）

賃
借
物
の
修
繕
が
必
要
な
場
合
で

も
、
賃
借
人
が
勝
手

に
手
を
加
え
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
賃
借
人
が
一

切
自
分
で
修
繕
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
と

す
る
と
不
便
で
す
。

※
．�建
物
・
設
備
等
の
自
然
的
な
変

化・損
耗
等

※
．�賃
借
人
の
通
常
の
使
用
に
よ
り

生
ず
る
損
耗
等

3
．�賃
借
人
の
故
意・過
失
、善
管
注

意
義
務
違
反
、そ
の
他
通
常
の

使
用
を
超
え
る
よ
う
な
使
用
に

よ
る
損
耗
等
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厚
生
労
働
省
は
平
成
30
年
度
の
調
査

に
て
、介
護
現
場
に
お
け
る
利
用
者
や

家
族
等
か
ら
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト（
認
知
症

等
の
病
気
や
障
害
の
あ
る
方
に
よ
る
行

為
も
含
む
）の
実
態
を
調
査
し
、「
介
護

現
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
マ

ニ
ュ
ア
ル
」を
作
成
し
ま
し
た
。利
用
者

本
人
か
ら
職
員
へ
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

つ
い
て
み
る
と
、サ
ー
ビ
ス
種
別（
訪
問・

通
所
・
入
所
系
等
）に
よ
り
異
な
る
も
の

の
、〝
こ
れ
ま
で
に
〟ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

受
け
た
こ
と
の
あ
る
職
員
は
4
～
7
割

標
準
入
居
契
約
書
で
は

標
準
入
居
契
約
書
に
お
い
て
も
、
調

査
結
果
の
重
要
性
に
鑑
み
、
入
居
者
や

そ
の
関
係
者
等
に
よ
る
職
員
へ
の
強
い

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
発
生
し
た
際
、
入
居

者
と
の
信
頼
関
係
が
著
し
く
害
さ
れ
る

状
況
に
至
っ
た
場
合
に
、
ホ
ー
ム
か
ら

契
約
解
除
で
き
る
規
定
を
新
し
く
設
け

ま
し
た
。

と
い
う
調
査
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

標
準
入
居
契
約
書
規
定

（
設
置
者
か
ら
の
契
約
解
除
）※
一
部
抜
粋

第
※6
条
　
設
置
者
は
、
入
居
者
に
次
の

以
上
が
民
法
改
正
等
に
伴
う
入
居
契

約
書
の
注
意
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
特
に
、

連
帯
保
証
人
に
お
け
る
極
度
額
の
設
定

に
は
注
意
が
必
要
で
す
。
連
帯
保
証
人

や
身
元
引
受
人
を
引
き
受
け
て
い
た
だ

く
方
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が
ど
の

よ
う
な
も
の
か
、
入
居
契
約
書
の
内
容

を
事
前
に
確
認
し
た
上
で
、
契
約
を
締

結
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

入
居
契
約
書
は
ホ
ー
ム
に
お
け
る
居

住
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
受
け
る
上
で
、

最
も
重
要
な
書
類
で
す
。
契
約
を
締
結

す
る
際
は
、
事
前
に
ホ
ー
ム
の
入
居
契

約
書
を
取
り
寄
せ
、
そ
の
内
容
を
し
っ

か
り
と
確
認
し
、
疑
問
点
を
解
消
し
た

上
で
締
結
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
と
め

そ
の
た
め
、
①
賃
借
人
が
賃
貸
人
に

修
繕
が
必
要
で
あ
る
旨
を
通
知
し
た

か
、
又
は
賃
貸
人
が
そ
の
旨
を
知
っ
た

の
に
、
賃
貸
人
が
相
当
の
期
間
内
に
必

要
な
修
繕
を
し
な
い
と
き
、
ま
た
は
②

急
迫
の
事
情
が
あ
る
と
き
に
は
、
賃
借

人
が
目
的
物
を
修
繕
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
さ
れ
ま
し
た
。

標
準
入
居
契
約
書
で
は

有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
契
約
で
も
同
様

の
規
定
を
作
成
し
ま
し
た
。
前
記
①
、

②
の
場
合
、
入
居
者
は
自
ら
修
繕
す
る

こ
と
が
で
き
、
そ
の
修
繕
に
要
し
た
費

用
は
設
置
者
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

標
準
入
居
契
約
書
規
定

（
修
繕
・
模
様
替
え
等
）※
一
部
抜
粋

第
※0
条
　
設
置
者
は
、
入
居
者
が
目
的

施
設
を
利
用
す
る
た
め
に
必
要
な
修
繕

を
自
ら
の
負
担
に
お
い
て
行
い
ま
す
。

た
だ
し
、
入
居
者
の
責
め
に
帰
す
事
由

に
よ
り
必
要
と
な
っ
た
修
繕
に
要
す
る

費
用
は
、
入
居
者
が
負
担
す
る
も
の
と

し
ま
す
。

3
　
入
居
者
は
、
設
置
者
の
承
諾
を
得

る
こ
と
な
く
、
別
表
第（
○
）に
掲
げ
る

修
繕
を
自
ら
の
負
担
に
お
い
て
行
う
も

の
と
し
ま
す
。

事
由
が
あ
り
、
か
つ
信
頼
関
係
を
著
し

く
害
す
る
場
合
に
は
、
本
契
約
を
解
除

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
　
設
置
者
は
、
入
居
者
又
は
そ
の
家

族
・
連
帯
保
証
人
・
身
元
引
受
人
・
返

還
金
受
取
人
等
に
よ
る
、
設
置
者
の
役

職
員
や
他
の
入
居
者
等
に
対
す
る
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
に
よ
り
、
入
居
者
と
の
信
頼

関
係
が
著
し
く
害
さ
れ
事
業
の
継
続
に

重
大
な
支
障
が
及
ん
だ
と
き
に
、
本
契

約
を
解
除
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
職
員
に
対
す
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て

介護現場におけるハラスメント対策マニュアル
（※0※9年3月（株）三菱総合研究所）

（公社）全国有料老人ホーム協会 4
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淡
路
島
を
訪
ね
て
き
ま
し
た

母
の
選
択

ライフ＆シニアハウス緑橋パークヴィラ陽春館
入居者　倉澤 幸也 （96歳）家族　秋山 繁 （70歳）

　
昨
年
秋
の
ハ
ウ
ス
主
催
の
旅

行
は
、兵
庫
県
明
石
市
と
の
間

に
架
か
る
全
長
3
9
1
1
M
の

明
石
海
峡
大
橋
を
渡
っ
て
淡
路

島
を
観
光
し
て
き
ま
し
た
。ホ

テ
ル
で
ゆ
っ
く
り
と
昼
食
を
い

た
だ
い
た
後
、約
三
〇
〇
〇
種

の
世
界
の
珍
し
い
植
物
を
育
成

展
示
し
た
奇・

・

・

・

・

・

・

・

蹟
の
星
の
植
物
園

を
見
学
、細
部
に
わ
た
っ
て
の

説
明
を
聴
き
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。ハ
ウ
ス
職
員
の

方
々
の
事
前
の
調
査
、案
内
パ
ン
フ
の
作
成
等
、万
全
の
準

備
に
加
え
て
、参
加
者
へ
の
介
助
な
ど
、十
分
配
慮
し
て
下

さ
っ
た
の
で
楽
し
い
一
日
を
過
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
母
は
間
も
な
く

1
0
4
才
に
な
る
。

若
い
頃
か
ら
達
者

で
、「
子
供
達
の
世

話
に
は
な
ら
な
い
」

が
口
癖
だ
っ
た
。

「
俺
の
家
に
来
れ
ば

い
い
じ
ゃ
な
い
」と
言
っ
た
の
で
す
が
、95
才
の
時
に
パ
ー

ク
ヴ
ィ
ラ
陽
春
館
へ
入
居
し
ま
し
た
。あ
る
時
、陽
春
館
の

看
護
師
長
が「
看
護
師
は
常
に
女
優
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」と
呟
い
て
い
ま
し
た
。ど
ん
な
に
苦
し
く
て
困
難
な
時

で
も
笑
顔
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
、デ
リ
カ
シ
ー
を
持
っ

て
入
居
者
に
あ
た
り
な
さ
い
、と
い
う
事
で
あ
ろ
う
か
。母

が
陽
春
館
を
選
択
し
た
の
は
正
解
で
あ
っ
た
。

ご入居者やご家族よりお寄せい
ただいた有料老人ホームの日常
生活の様子をお伝えいたします。

（公社）全国有料老人ホーム協会5



喜
び

こ
の
生
活
、い
い
で
す
ね
え

筋
力
強
化
の
毎
日
！

クラーチ・ファミリア小竹向原 ウエストライフ南片江大阪〈ゆうゆうの里〉
入居者　山梨 禮子 （9※歳） 入居者　小松 明代 （77歳）入居者　井上 博司 （90歳）

　
今
日
も
綺
麗
な
空
。そ
こ
を
美
し
い
雲
が

流
れ
て
ゆ
く
。カ
フ
ェ
で
美
味
し
い
コ
ー

ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
眺
め
る
大
好
き
な
景

色
で
す
。こ
こ
に
住
み
始
め
て
約
一
年
弱
に

な
る
が
、の
ん
び
り
頭
も
体
も
休
め
、い
い

処
、楽
し
い
処
、ク
ラ
ー
チ
で
出
来
た
友
達
と
毎
日
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま

す
。誰
か
が「
今
日
は
午
後
脳
ト
レ
が
あ
る
わ
よ
、行
く
？
行
く
わ
よ
。」の
会

話
。90
歳
を
大
分
前
に
通
り
過
ぎ
た
私
が
脳
ト
レ
？
で
も
楽
し
い
ん
で
す
。

ク
ラ
ー
チ
に
い
る
と
年
を
忘
れ
ま
す
。永
遠
に
生
き
ま
し
ょ
う
。楽
し
く
ね
。

　
健
康
を
目
指
し
た
水
泳
の
プ
ー
ル
で
倒
れ
、生
死
を
さ
ま
よ
い
、生
き
て

い
ま
す
。一
般
生
活
は
で
き
な
い
障
害
二
級
と
な
り
、介
護
付
老
人
ホ
ー
ム

に
い
ま
す
。種
々
の
催
事
も
あ
り
佳
き
日
々
で
す
。私
の
性
格
に
合
う
。今
日

は
演
芸
の「
希
望
の
会
」で
し
た
。ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
・
三
味
線
・
歌
と
踊
り
。入

居
者
は
大
喜
び
で
し
た
。フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、炭
坑
節
の
替
歌
で
、輪
に
な
っ
て

歌
い
踊
り
ま
す
。ス
タ
ッ
フ
の
方
が
、こ
ん
な
時
は
い
つ
も
車
椅
子
を
押
し

て
、輪
に
入
っ
て
終
え
ま
す
。一
員
に
な
っ
た
気
分
で
参
加
で
き
、お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。入
居
を
迷
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
、見
学
、体
験
を
お
す
す
め
い

た
し
ま
す
。私
は
障
害
者
も
悪
く
な
い
と
、思
っ
て
生
き
て
い
ま
す
。

　
昨
年
9
月
※9
日
卒
寿
を
迎
え
ま
し
た
。若
い
※0
歳
台
は
陸
上
競
技・体
操
、

そ
し
て
30
歳
台
で
野
球
と
自
分
の
持
て
る
運
動
能
力
を
、こ
れ
ら
の
競
技
に

我
を
忘
れ
て
打
ち
こ
ん
で
き
た
も
の
で
し
た
。し
か
し
年
を
重
ね
る
に
従
い

両
脚
の
筋
肉
の
衰
え
が
ひ
ど
く
、今
で
は
手
押
車
に
頼
ら
な
け
れ
ば
歩
行
が

困
難
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。残
さ
れ
た
僅
か
な
人
生
を
楽
し
く
生
き
る

た
め
に
は
、自
由
に
歩
け
る
体
が
絶
対
必
要
と
考
え
、現
在
手
押
車
を
頼
り

に
毎
日
ホ
ー
ム
の
周
囲
を
3・4
回
歩
き
両
脚
筋
力
の
強
化
に
努
め
て
お
り

ま
す
。今
年
※
年
で
必
ず
自
由
に
動
け
る
体
を
作
り
、残
さ
れ
た
人
生
を
楽

し
く
全
う
し
た
い
と
決
意
し
て
い
る
今
日
此
頃
で
す
。

（公社）全国有料老人ホーム協会 6



職員の皆さまよりいただいた、職務に取り組む際の心構
えやこれまでの経験から得たもの、ホームのサービスを
提供するうえでの思い等メッセージをご紹介します。

表示のご案内
Ⅰホーム住所　
Ⅱ問合せ電話番号　
Ⅲ類型及び表示事項

①類型／②居住の権利形態／③利用料の支払い方式 
④入居時要件／⑤介護保険／⑥居室区分 
⑦介護にかかわる職員体制（介護付のみ）

※表示方法は各都道府県で異なる

Ⅰ　神奈川県足柄下郡湯河原町吉浜1855／Ⅱ　0120-022-465
／Ⅲ　①介護付有料老人ホーム（一般型特定施設入居者生活介護）
／②利用権方式／③前払い方式／④入居時自立／⑤神奈川県指定
介護保険特定施設（一般型特定施設）／⑥全室個室／⑦2：1以上

Ⅰ　京都府京都市下京区醒ヶ井通高辻下ル住吉町504番地／Ⅱ　0120-784-177
／Ⅲ　①住宅型有料老人ホーム／②利用権方式／③選択方式（一部前払い・一
部月払い方式、月払い方式）／④入居時自立・要支援／⑤在宅サービス利用可
／⑥全室個室

ブ
ロ
グ
で
繋
が
る
入
居
者
・
家
族
の
輪

ご
入
居
者
と
と
も
に
果
た
す
使
命

自
立
期
に
入
居
し
て
い
た
だ
く
湯
河
原〈
ゆ

う
ゆ
う
の
里
〉は
温
泉
と
み
か
ん
畑
に
囲
ま
れ

た
温
暖
な
気
候
の
中
に
あ
る「
元
気
付
き
」
の

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
す
。

私
の
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
で
は

入
居
者
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
湯
河
原
の
魅
力
を

ブ
ロ
グ
で
発
信
し
て
い
ま
す
。入
居
者
は
ご
自

分
の
こ
と
が
紹
介
さ
れ
る
と
、遠
方
の
家
族
と

繋
が
り
を
も
て
る
だ
け
で
な
く
、友
人
の
輪
も

広
が
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
大
変
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。

60
代
以
上
の
ス
マ
ホ
普
及
率
が
6
割
を
超

え
た
昨
今
、
W
e
b
を
通
じ
て
情
報
発
信
す

る
こ
と
は
人
間
関
係
を
構
築
す
る

上
で
重
要
な
要
素
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
ブ
ロ
グ
を
通
じ
て
人

間
関
係
が
豊
か
に
な
り
、
今
ま
で

以
上
に
実
り
多
い
生
活
と
な
る
よ

う
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

私
に
は
ご
入
居
者
と
約

束
し
た
使
命
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
…「
ソ
ー
ラ
ン

節
を
踊
る
こ
と
」

た
だ
踊
る
の
で
は
な
く
、

ご
入
居
者
と
一
緒
に
踊
る

の
で
す
。

開
設
※※
年
を
経
過
し
た

ラ
イ
フ
ハ
ウ
ス
京
都
醒
ヶ

井
に
、2
0
1
8
年
4
月

よ
り
ハ
ウ
ス
長
と
し
て
着

任
し
た
私
に
、
最
初
に
声

を
か
け
て
く
れ
た
の
は
、

ご
入
居
者
の
K
さ
ん（
80

代
女
性
）で
し
た
。「
福
島

さ
ん
、
一
緒
に
ソ
ー
ラ
ン

節
を
踊
り
ま
し
ょ
う
」

毎
年
※※
月
に
行
う「
醒
ヶ

井
文
化
祭
」
の
目
玉
企
画

と
し
て
、
ソ
ー
ラ
ン
節
を

披
露
し
て
い
ま
す
。
K
さ

ん
含
む
ご
入
居
者
3
名
と

の
合
同
練
習
に
は
熱
が
入

り
ま
す
。

K
さ
ん
曰
く
、「
あ
な
た

が
い
る
間
は
、
ず
っ
と
踊

り
続
け
る
か
ら
ね
」

ご
入
居
者
か
ら
元
気
を

頂
き
な
が
ら
、
使
命
を
果

た
す
た
め
に
努
力
す
る
毎

日
で
す
。

湯河原〈ゆうゆうの里〉
コミュニティサービス担当
本橋 岳晴

ライフハウス京都醒ヶ井
ハウス長
福島 健吾  （写真左側）

Ⅰ　千葉県松戸市金ヶ作115-1／Ⅱ　047-388-8211／Ⅲ　①介護付有料
老人ホーム（一般型特定施設入居者生活介護）／②利用権方式／③全額前払
い方式／④入居時自立・要支援・要介護／⑤千葉県指定介護保険特定施設
（一般型特定施設）／⑥相部屋あり（１人部屋～４人部屋）／⑦2：1以上

温
か
な
私
の
楽
し
み

私
が
陽
春
館
に
入
社
し
て
、も
う
す
ぐ
8
カ

月
に
な
り
ま
す
。
初
め
て
陽
春
館
に
来
た
時
、

「
綺
麗
な
所
、
本
当
に
こ
こ
は
老
人
ホ
ー
ム
な

の
か
な
？
」
と
思
い
ま
し
た
。
陽
春
館
の
ご
入

居
者
様
は
と
て
も
お
元
気
で
優
し
い
方
々
ば
か

り
で
す
。
外
出
時
に「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
ま

せ
」
と
ご
挨
拶
を
す
る
と「
〇
〇
へ
行
っ
て
来

ま
す
ね
」
と
優
し
く
返
し
て
下
さ
り
、
帰
ら
れ

る
と
フ
ロ
ン
ト
で「
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
よ
、

こ
ん
な
所
へ
行
っ
た
よ
」と
楽
し
そ
う
に
お
話

し
し
て
下
さ
い
ま
す
。そ
れ
を
お
聞
き
す
る
の

が
私
の
日
々
の
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

陽
春
館
は
ご
入
居
者
様
同
士
も
仲
が
良
く
、

い
つ
も
楽
し
そ
う
に
お
話
し
さ
れ
て
い
ま
す
。

す
れ
違
っ
た
時
に
は
積
極
的
に
ご
挨
拶
を
交

わ
さ
れ
た
り
、
皆
様
が
挨
拶
を
大

切
に
さ
れ
て
い
る
温
か
い
老
人

ホ
ー
ム
で
す
。
そ
の
中
で
私
は
、

ご
入
居
者
様
か
ら
も
っ
と
頼
っ
て

い
た
だ
け
、「
あ
の
子
と
話
す
と
元

気
に
な
る
な
」
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
職
員
に
な
れ
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
。

パークヴィラ陽春館
フロント
吉越 枝捺

（公社）全国有料老人ホーム協会7



発行日 発　行 発行者 中澤 俊勝

今回の特集でご紹介した「標準入居契約書」の全文（解説含む）は、CD-ROMにて販売しております。ご購入方法等は、当協会ホーム
ページよりご確認ください。また今年度も第20回シルバー川柳の募集が始まりました。多くの方からのご応募お待ちしております。

公益社団法人全国有料老人ホーム協会令和2年3月1日

入居をお考えの方、そのご家族等のご相談を承ります！入居をお考えの方、そのご家族等のご相談を承ります！

▶JR「東京」駅 八重洲中央口から 約420m
▶東京メトロ 銀座線・東西線「日本橋」駅 B1出口から 約270m

アクセス

▶都営地下鉄 浅草線「日本橋」駅 B1出口から 約270m

協会では、有料老人ホーム等への入居や、高齢期の住み
替え等に関するご相談を面談、電話、手紙でお受けして
います。また、より良いホーム選択にお役立ていただく
ための情報を継続的にお知らせする輝・友の会会員を
募集しています（入会無料）。入会ご希望の方は、ホーム
ページから申込みいただくか、協会までお問い合わせ
ください。
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全国有料老人ホーム協会
アイ・アンド・イー日本橋ビル７階
（1階：きらぼし銀行）

面談をご希望の場合は、事前にご予約ください。

ご相談、輝・友の会等お問い合わせ先

電話・面談によるご相談受付
月・水・金曜日 10時～17時

祝日、
年末年始は
お休み

主催：公益社団法人 全国有料老人ホーム協会

入賞（20作品） 
賞金1万円と賞状

ご応募・お問い合わせ先
公益社団法人 全国有料老人ホーム協会 シルバー川柳 係
〒103-0027 東京都中央区日本橋3-5-14 アイ・アンド・イー日本橋ビル7階
TEL:03-3548-1077  FAX:03-3548-1078

※お預かりした個人情報は、本シルバー川柳の運営に関すること以外の目的で使用いたしません。また、応募者のご了承をいただかない限り、第三者に開示することはありません。ただし、
　当協会が、事前に個人情報の適正な取扱いに関する協定を締結した第三者に対し、応募作品から入選作品を選出するために、必要な個人情報を開示させていただくことがございます。

賞金2020年
6月14日（日）必着締切

●はがきに川柳と郵便番号、住所、氏名、年齢、性別、職業、電話番号を明記の上、下記応募先へ応募してください。
●はがき1枚につき3作品までとします。　●応募作品数に制限はありません。
●お預かりした個人情報に関しては、他目的に使わず、責任を持って管理いたしますが、入選者発表時に氏名、
年齢、性別、住所（都道府県のみ）、職業を公表することをご承知おきください。

●作品は自作未発表のものに限ります。　●高齢社会、高齢者の日々の生活等をテーマとします。
●応募者の年齢は問いません。　
●応募作品の著作権（著作権法第27条および28条の権利を含む）等、一切の権利は当協会に帰属するものとし、
応募者は応募作品について著作者人格権を行使しないものとします。なお、書籍化の際に販促や広告宣伝等
のために必要と判断する方法により利用されることがあります。

応募
方法

応募
規定

2020年9月上旬頃、
当協会ホームページで発表します。発表

公益社団法人全国有料老人ホーム協会
住所：〒103‒0027 東京都中央区日本橋3‒5‒14 アイ・アンド・イー日本橋ビル7階
TEL：03‒3548‒1077（ご相談・お問い合わせ）　 FAX：03‒3548‒1078

https://user.yurokyo.org

第
20
回

協会インフォメーション協会インフォメーション協会インフォメーション
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